
日本行動計量学会会報 第100号 2004年3月1日

－1－

日本行動計量学会事務局
〒106-8569
東京都港区南麻布4-6-7
統計数理研究所 馬場研究室内
Tel 03-5421-8739（直通）
Fax 03-5421-8796

学会への提言
芳賀麻誉美

日本行動計量学会大会での発表件数は約200
件、発表要旨集は400ページを下らない。学会
理事の先生方の顔ぶれを見れば、みな親切で勉
強熱心な先生方ばかり。合宿セミナーや各種シ
ンポジウム、大会チュートリアルなどを見て
も、ユーザーに優しい企画が沢山行われ、参加
者も多い。学会大会の発表数の多さや新規加入
者の増加は、先生方の心づくしの賜物と思われ
る。
増加一途の学会発表の、「理論」と「各種分

野応用事例」の割合を見れば、明らかに後者の
割合が多い。にも関わらず、学会誌への掲載論
文のうち、一般の応用事例の件数が半数を超え
ることがなく年に数報というのが現状である。
これは、応用事例の大会発表の目的が、あく

まで方法論的な助言獲得とそれによる事例のブ
ラッシュアップだけであり、最終的な論文投稿
先は各種実学分野の学会誌であるためではない
かと思う。手法の勉強だけに行動計量学会を利
用し、成果は実学分野で、という現象が起こっ
ているのではないだろうか。これがユーザーに
優しい学会を目指した結果であるとするなら、
こんな皮肉は無い。本来はやはり、行動計量学
会自体に人と研究が集まることが学問的繁栄と
考えるのが自然である。
行動計量学会誌は事例応用家にとって投稿

しにくい雑誌であることが、傾向を助長してい
るのも事実だろう。
なぜ、投稿しづらいかといえば、まず、現実

の問題対処に理論的に間違いが無くて、その上
複雑な統計手法を適用しなければならない、と
いった暗黙の敷居の高さと、それに反比例して
データ採取とデータそのものに対しての価値認
識が低い実情に所以しているように感じる。い
くらデータがよくて実学的な内容に優れていて
も、多分、因子分析や重回帰分析を単体で適用
しただけの事例は、行動計量学に掲載されるこ
とはないだろう。まして各種検定で事象を読み

解いても、掲載はまず望むべくもないのが実情
と感じる。
実務家にとっては、データを取って如何に

検証したい内容を明確に日の下に晒せるかこそ
が腕の見せ所であって、複雑な方法論を使わな
いと「わからないデータ」を取ってしまった時
点で、実は半分自分の無能を曝しているのと同
義でないかと思うことがある。特に私が専門と
する実験的調査の場合、知りたい事象を押し込
めて意味あるデータを採取できれば、そのこと
自体に価値がある。　
すでに確立された方法論を適用しただけに

見えても、実のある「結果」が得られたなら、十
分に「行動計量学」として成功していると考え
ることはできないものだろうか。
確かに統計学を学ぶ段階では、他人のデー

タ、数値例で勉強をすることが多い。その段階
では、常にデータは手法を適用するために存在
する。しかし実際の生きたデータは手法を「適
用」するために存在するわけではない。
過去の終わったデータをただ理論的にい

じっただけ、高度な手法を応用しただけの論文
をありがたがる傾向は好ましいとは思えない。
実務家の視点で言えば、いくら手法がよくても
データがダメではね、ということになる。
手法とデータ内容の両面から見る必要があ

るにも関わらず、現段階では手法の分が良い印
象を受ける。データ採取やデータそのものにも
う少し価値を認めても良いのではないか。
事例応用家、実務家が投稿しづらいと感じ

てしまう現在の学会誌の状況をどう変えていく
かは、今後の日本行動計量学会の発展を考える
時に重要な論点になると考える。
具体的に提言するなら、学会誌の奥行きを

深めるために、手法のみならずデータ（内容）
という側面からも研究レベルの高度化を進める
のは、まず1面として重要だと思う。だが、そ
れに加えて、学会の間口を広くするため、手法
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開発かデータ内容、いずれかにいくらかの新規
性があれば、広くワーキング・ペーパーや資料、
技術ノートといった形式で、いち早く沢山世に
出していくことができるシステム―例えば、従
来の大会発表集を審査付大会特集誌へ切替え・
拡大導入していくといった工夫など―は、実学
分野の吸収や理論の普及を図る上で、また重要
なのではないかと思う。
「計量的な応用事例を出すなら、実学分野で
はなく行動計量」と考えてもらうためには、ま
ずは学会誌を見直すこと、だろう。明確な学会
側の態度表明が要るものと思う。
「理論と実務の協調、メーカーとユーザーの
対話」は私の主催する好みの計量研究会の趣旨
の1つである。研究の高度化・複雑化・細分化
に伴って両者の溝が広がることはあっても、な
かなか縮まることが無いという厳しい現実はよ
く理解している。その溝を埋める必要性を感じ
たからこそ、手法研究者の力を借りながら、各
種実学分野から多くの人にご参加いただき、3
年間合計29回の研究会のほか、大会特別セッ
ション、勉強会などを通し活動してきた。のべ
100件を超える研究発表が、それぞれ成果を掴
みつつあることも、価値あることと自負してい
る。
行動計量学が学問として発展する時「理論

に興味を寄せる実務家」と「実務に興味を寄せ
る理論家」が中間に立って、活動する必要性を
ひしひしと感じる。その役目の一端をこの研究
会で担えればと思うし、私自身、学問的発展の
ための労力の提供は厭わない覚悟はある。そう
いった活動の受け皿として、また、メーカーと
ユーザーの対話のための場として、学会誌の再
考と充実を願わずにはいられない。
有難いことに、今年から和文誌編集委員会

の末席で勉強させていただけることになった。
この席を利用して学会誌の充実にも貢献できれ
ばと考えている。

（芳賀麻誉美）

日本学術会議の報告
柳川 堯（九大数理）

10月末に日本学術会議第141回総会が開催され、
第19期の活動方針・計画が採択されました。第19
期においては、「社会のための学術」を基軸にしつ
つ、以下のような具体的な課題ごとに8つの特別委
員会を設置し、その活動を中心に短期的、長期的課
題に機能的に対処していくことになりました。設置

された課題は以下のようです。「子どもの心」、「安
全・安心な世界と社会の構築」、「循環型社会と環境
問題」、「若者の理科離れ問題」、「大都市をめぐる課
題」、「人口・食料・エネルギー」、「生命科学と生命
倫理」、「水産業・漁村の多面的機能に関する問題」。
課題の羅列だけでは、その内容を把握するのは難し
いと思います。興味ある方は日本学術会議のホーム
ページ（http://www.scj.go.jp/）をご覧ください。
以下、私どもに密接な統計学研究連絡委員会（以

下、統研連と略記）の報告です。

1) 統研連の委員について
前回の報告でも述べましたが、統研連は、日本統

計学会、日本行動計量学会、応用統計学会、日本計
量生物学会、日本計算機統計学会、日本数学会統計
数学分科会の6学会から選出された委員、および日
本学術会議の7つの部の各部から推薦された日本学
術会議会員から構成されています。他の研連とは異
なって、日本学術会議の各部から会員1名が加わっ
ているのが特徴です。次の方々が委員に決まりまし
た。なお、委員長に柳川、幹事は岸野、竹村両委員
が選定されました。
袖井孝子（第1部：御茶ノ水女子大教授：統計審
議会委員）

山本吉宣（第2部：東大・院・総合文化研究科教
授）

松田芳郎（第3部：東京国際経済大・院・経済学
研究科長）

柳川 堯（第4部）
久米 均（第5部：中央大・理工・経営システム
工学科教授）

塩見正衛（第6部）
佐藤 洋（第7部：東北大・院・医学系研究科教
授）

岩坪秀一（日本行動計量学会：大学入試セン
ター・研究開発部教授）

岸野洋久（日本計量生物学会：東大・院・農学生
命科学研究科教授）

佐藤義治（応用統計学会：北大・院・工学研究科
教授）

白旗慎吾（日本数学会統計数学分科会：阪大・院・
基礎工学研究科教授）

竹村彰通（日本統計学会：東大・院・数理情報工
学系研究科教授）

馬場康維（日本計算機統計学会：統計数理研究所
教授）

2) 第 1回統計学研究連絡委員会
・科研費補助金に関する動向
次年度から総合科学技術会議の方針で、学術会

議の推薦のみでは決めないことになる予定です。す
なわち、学術振興会では、各方面の情報をもとに、プ
ログラム・オフィサーとよばれる専門員をえらび、
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2003年度 第7回春の合宿セミナー

のお知らせ
長岡技術科学大学 植野真臣

第7回日本行動計量学会春の合宿セミナーを下記
の要領で開催致します。今回のセミナーでは、多彩
な分野でご活躍の講師をお招きし、各分野での最先
端のお話を頂きます。参加者の知的好奇心を刺激
し、研究活力を高める一助となれば幸いと考えてお
ります。皆さま奮ってご参加下さい。

記
テーマ：「知識社会のための情報・統計科学」
日　時：2004年3月25日（木）13:00～3月26日（金）
17:00

会　場：長岡技術科学大学
（新潟県長岡市上富岡町1603-1）
参加費：会員5000円、非会員7000円
教員3000円（会員・非会員）
学生1500円（会員・非会員）
※参加費は当日、会場にてお支払い下さい。
※参加費には論文集代金を含みます。
※当日、学会入会申し込みをした場合には会員
扱いとします。

なお、申し込み方法その他詳細については、同封
の別紙及び下記URLをご参照下さい。
http://kjs.nagaokaut.ac.jp/ueno/bsj/bsj2004spring/
index.html

関連学会等カレンダー

※注意：本コーナーの情報は、幅広い専門分野にわ
たる会員の皆さまに、なるべく多くの催し物の存在
をお知らせするために編集担当側で収集・要約した
ものです。プログラムや参加方法については、必ず
各催事末尾に掲載の「照会先」にご確認下さい。

＜学会大会等＞
☆ 日本POS医療学会（第26回）
会　期：2004年 3月 20日（土），21日（日）
会　場：佐賀市・佐賀市文化会館
大会長：小泉俊三（佐賀大学教授）
照会先：佐賀大学医学部附属病院診療情報管理室
Tel: 0952-34-3337, Fax: 0952-34-2025
常設事務局URL: http://www.pos.gr.jp/

☆ 日本発達心理学会第15回大会
会　期：2004年 3月 21日（日）～3月23日（火）
会　場：白百合女子大学
照会先：日本発達心理学会第15回大会準備委員会
〒182-8525 東京都調布市緑ヶ丘1-25
白百合女子大学発達心理学研究室内
E-mail: jsdp15th@shirayuri.ac.jp
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsdp/index-j.htm

☆ 第74回日本衛生学会総会
会　期：2004年 3月 24日（水）～3月27日（土）
会　場：順天堂大学医学部本郷キャンパス
（有山記念講堂）

学会長：稲葉 裕（順天堂大学医学部衛生学教授）
照会先：第74回日本衛生学会総会事務局
〒113-8421 東京都文京区本郷2-1-1
順天堂大学衛生学教室気付
Tel: 03-5802-1047, Fax: 03-3812-1026
E-mail: eiseig@med.juntendo.ac.jp
h t tp : / /www.nacos . com/ j sh /ma in /homee i se i /
74soukai.html

常設事務局URL: http://www.nacos.com/jsh/main/

☆ 第37回数理社会学会大会
会　期：2004年 3月 27日（土），3月28日（日）
会　場：東京都立大学
内　容：シンポジウム「公共性概念：その内包と外延」，
一般研究報告他

照会先：大会事務局：稲葉昭英・中尾啓子
〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1
東京都立大学人文学部社会学科 中尾啓子研究室
Tel: 0426-77-2055（中尾研究室）
または0426-77-2054（社会学事務室）
Fax: 0426-77-2059
E-mail: nakao@bcomp.metro-u.ac.jp
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/

プログラム・オフィサーが審査委員を選定する体勢
となります。このため、学術会議から推薦した候補
者が必ずしも審査委員とならないこともあるそうで
す。
・キーワードの見直しについて
上のことに関して、今後はキーワードと審査員

の対応が重視されるようです。キーワードを若干整
理しかついくつかのキーワード追加の提案を行いま
した。

3) 研連の活動方針
・統計学関連の「課題別委員会」構築をおこなう。
・第18期に引き続き統計学関連学会の協調を推進す
る。とくに、各学会にお願いして、統計科学の研究
を志す学生の勧誘を目的とする各学会のPRや統計
の紹介の文章を集め、それらをもとにホームページ
を立ち上げることにしたい。また、ホームページに
高校における統計教育等に役立つ総合科目の例など
を掲載することも検討したい。各学会からの絶大な
協力を期待します。
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会　場：久留米大学医学部筑水会館
（〒830-0011 福岡県久留米市旭町67番地）

特別セッション：テーマ：プロフェッショナル・バイ
オスタティスティシャン人材養成 オーガナイ
ザー：松浦正明（財団法人癌研究会），井元清哉（東
京大学医科学研究所）

照会先：日本計量生物学会事務局
〒107-0062 東京都港区南青山6-3-9 大和ビル2F
（財）統計情報研究開発センター内
Fax: 03-5467-0482
E-mail: biometrics@sinfonica.or.jp
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jbs/index_j.html

※シンポジウム前日の26日午後に「BUGSによるベイ
ズ統計学入門」のテーマで、東京大学の繁桝算男
先生を講師とするチュートリアルセミナーを開催
の予定です。

☆ 第26回応用統計シンポジウム
日　時：2004年 5月 28日（金）
会　場：久留米大学医学部筑水会館
（〒830-0011 福岡県久留米市旭町67番地）

照会先：応用統計学会事務局
〒107-0062 東京都港区南青山6-3-9 大和ビル2F
（財）統計情報研究開発センター内
Fax: 03-5467-0484
E-mail: applstat@sinfonica.or.jp
URL: http://www.applstat.gr.jp/

公募・求人情報

本コーナーでは計量的手法や統計学、社会調査
等と関係が深いと思われる公募を中心に紹介しま
す。
なお、研究者の公募情報は、例えば「研究者人材

データベースシステム(JRECIN)」で参照することが
できます。URLは下記の通りです。ご活用をお勧め
します。

http://jrecin.jst.go.jp/
以下の公募は、応募期限の早い順に並んでいま

す。応募資格等、公募情報の詳細については、公募
元にご確認下さい。
以下には上記JRECINに含まれていない公募情報

も掲載されている場合があります。原則として、本
学会に直接広報依頼のあった公募については詳細に
情報を記載します。

☆ 国立保健医療科学院（1）
1. 職名：政策科学部 主任研究官
（厚生労働技官・研究職）

2. 業務内容：医療の質・安全性に関連する研究及び医
療供給体制やその制度改革に関する研究並びに教
育
(1) 医療カルテレビューによる医療事故の疫学調査
(2) 臨床指標を用いた医療の質の評価
(3) 医療の質・安全性の改善方策に関する研究

☆ 日本計算機統計学会第18回大会
会　期：2004年 5月 20日（木），5月21日（金）
会　場：福島県いわき市生涯学習プラザ
〒970-8026 福島県いわき市平字1-1
ティーワンビル

照会先：日本計算機統計学会第18回大会実行委員会
〒171-8501 豊島区西池袋3-34-1
立教大学社会学部内
Tel: 03-3985-2325, Fax: 03-3985-2833
E-mail: jscs18@ir.rikkyo.ac.jp
URL: http://www.ir.rikkyo.ac.jp/jscs18/

＜シンポジウム・研究集会・講演会等＞
☆ 研究集会「ノンパラメトリック・セミパラメト

リック法を用いた統計解析理論とその学際的応

用」
日　時：2004年 3月 27日（土），28日（日）
代表者：大橋一友（大阪大学教授）
会　場：京都大学 紫蘭会館 会議室
※“京都大学21世紀COEプログラム「先端経済分
析のインターフェイス拠点の形成」”の一環として
開催

照会先：寒河江雅彦（岐阜大学工学部応用情報学科）
E-mail: sagae@info.gifu-u.ac.jp, Tel: 058-293-2751
西山慶彦（京都大学経済研究所）
E-mail: nishiyama@kier.kyoto-u.ac.jp
Tel: 075-753-7115

☆ 人工知能学会第19回AIシンポジウム（SIG-J）

人工知能学会企画委員会・人工知能学会知識

ベース研究会（SIG-KBS）共催
日　時：2004年 3月 29日（月），30日（火）
会　場：学術総合センター 一橋記念講堂
（東京都千代田区一ツ橋2丁目1番2号）

テーマ：ビジネスプロセスに繋がるデータマイニング
－概念と実践－

内　容：第1日：業務基幹系とマイニング系のソリュー
ションはこうだ！ 第2日：業務基幹系とマイニン
グ系連携ソリューションの実例集！

照会先：（社）人工知能学会事務局
〒162-0821 新宿区津久戸町4-7 OSビル402号室
E-mail: account@ai-gakkai.or.jp
Tel: 03-5261-3401, Fax: 03-5261-3402
http://www.ai-gakkai.or.jp/jsai/sig/aisympo-019.html

☆ QOL研究会（第50回）
日　時：2004年 4月 17日（土）
代表者：大橋一友（大阪大学教授）
会　場：吹田市・大阪大学医学部銀杏会館
照会先：大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻
Tel: 06-6879-2533, Fax: 06-6879-2533

☆ 2004年度日本計量生物学会シンポジウム
テーマ：計量生物学の研究者・教育者のニューフロン
ティア

日　時：2004年 5月 27日（木）13:30～ 16:15
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(4) 医療計画・健康日本21等、保健医療システムの
計画、評価並びに制度改革に関する研究

(5) 保健医療システムの国際比較研究
3. 応募資格：(1) 医師で、医学の知識を十分有すること
(2) 自ら医療事故や医療の質、疫学情報の収集及び
統計解析などの分析ができること (3) 職歴に相応し
い研究業績を有すること (4) 教育に意欲があり、相
当な教育歴を有すること (5) 博士の学位（外国にお
いて授与されたこれに相当する学位を含む）を有
する者、又は国立公衆衛生院の研究課程を修了し
た者、もしくはこれと同等の学識を有すると認め
られる者 (6) 研究の遂行に必要な英語能力があり、
かつ外国人と十分なコミュニケーションがとれる
こと (7) 医大卒後8年以上 (8) 協調性があり、円満
な人格であること (9) 自ら生活習慣の改善に関心を
もち、かつ、実践する意欲を有すること

4. 提出書類：(1) 個人調書[様式第1号（その1）] (2) 教
育研究業績書[様式第1号（その2）] (3) 今後の研究
と教育に対する抱負（A4判2,000字以内） (4) 主要
論文別刷 7編以内（コピー可）

5. 応募締切日：平成16年 3月22日（月）必着（書類
選考後、面接試験を予定しています。）

6. 採用予定日：平成16年 6月 1日
7. 書類提出先：〒351-0197 埼玉県和光市南2-3-6
国立保健医療科学院長 篠崎 英夫
＊応募書類の封筒には「政策科学部主任研究官応
募」と朱書の上、親展とし、簡易書留にて郵送
して下さい。なお、提出いただいた書類は返却
致しません。

8. 照会先：国立保健医療科学院 総務部庶務課人事係
Tel: 048-458-6125

☆ 国立保健医療科学院（2）
1. 職名：経営科学部 主任研究官
（厚生労働技官・研究職）

2. 業務内容：医療サービス又は福祉サービスを提供す
る施設及び事業者の経営管理、情報管理及びサー
ビスの評価のうち、主に当該施設における情報管
理に関する研究並びに教育

3. 応募資格：(1) 臨床研修を終了した医師、又は医療制
度および病院の組織等について、臨床研修終了後
の医師と同程度の知識と経験を有する者 (2) 病院管
理分野において基本的な知識と技術および統計
学・医療情報システムについて豊富な知識を有す
ること (3) 職歴に相応しい研究業績を有すること
(4) 教育に意欲があり、相当な教育歴を有すること
(5) 博士の学位（外国において授与されたこれに相
当する学位を含む。）を有する者、又は国立公衆衛
生院の研究課程を修了した者、もしくはこれと同
等の学識を有すると認められる者 (6) 研究の遂行に
必要な英語能力があり、かつ外国人と十分なコ
ミュニケーションがとれること (7) 協調性があり、
円満な人格と官職に相応しい年齢であること (8) 生
活習慣の改善に関心をもち、かつ、実践する意欲
を有すること

4. 提出書類：(1) 個人調書[様式第1号（その1）] (2) 教
育研究業績書[様式第1号（その2）] (3) 今後の研究
と教育に対する抱負（A4判2,000字以内） (4) 主要
論文別刷 7編以内（コピー可）

5. 応募締切日：平成16年 3月22日（月）必着（書類
選考後、面接試験を予定しています。）

6. 採用予定日：平成16年 6月 1日
7. 書類提出先：〒351-0197 埼玉県和光市南2-3-6
国立保健医療科学院長 篠崎 英夫
＊応募書類の封筒には「経営科学部主任研究官応
募」と朱書の上、親展とし、簡易書留にて郵送
して下さい。なお、提出いただいた書類は返却
致しません。

8. 照会先：国立保健医療科学院 総務部庶務課人事係
Tel: 048-458-6125

☆ 岩手県立大学総合政策学部
1. 担当科目：環境社会学（ただし、演習科目、調査実
習科目、教養科目等も担当）

2. 職名・人数：助教授または講師1名
3. 採用期日：平成16年10月1日（ただし平成17年4
月 1日も可）

4. 応募資格：(1) 大学院博士後期課程を修了し、学位
（博士）を有する者、またはそれと同等の研究業績
を有する者。 (2) 環境社会学に関する実証的な調査
研究の業績があり、計量的手法を使える者が望ま
しい。 (3) 平成17年4月1日において、満40歳以下
であること。 (4) 採用後、盛岡市またはその近辺に
居住できること。 (5) 地方公務員法第16条に規定す
る欠格条項に該当しない者。

5. 応募期限：平成16年4月30日（金）当日消印有効
6. 提出書類：書類の様式は、岩手県立大学総合政策学
部ホームページからダウンロードしたものを用い
てください。アドレスは、http://www-poly.iwate-
pu.ac.jpです。(1) 履歴書 （様式1、写真貼付）1通
(2) 個人調書（様式2）1通 (3) 教育研究業績書（様
式3）1通 (4) 主要な論文、著書など3編以内の原
本、抜き刷りまたはコピー各1部

7. 選考方法：書類選考のほかに、面接を行う。（旅費
は応募者の負担とする。）

8. 提出先：
〒020-0193 岩手県岩手郡滝沢村滝沢字巣子152-52
岩手県立大学総合政策学部長 古川 浩一
※封筒に「教員応募書類（環境社会学）在中」と
朱書きし、書留郵便 にて送付すること。なお、
応募書類は原則として返却しません。

9. 備考：岩手県立大学は、平成17年度に独立行政法人
に移行する予定があります。

10. 照会先：岩手県立大学総合政策学部 地域政策講座
佐藤利明 , E-mail: toshiaki@iwate-pu.ac.jp
Tel: 019-694-2730, Fax: 019-694-2731

会員の著書等

☆ 赤平昌文『統計解析入門＜新数学入門シリーズ
＞』森北出版，2003年．

☆ 岩崎 学・中西寛子・時岡則夫『実用 統計用語事
典』オーム社，2004年．

☆ 縣 俊彦（編著）『ＥＢＭのための臨床疫学』中外
医学社，2003年．

☆ 加藤千恵子・石村貞夫『相関係数と回帰直線＜
Point統計学＞』東京図書，2003年．
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編集後記
まず、今号には、大会1号通信を同封いたしまし

た。参加をご検討ください。恒例の春の合宿セミ
ナーの案内も同封しております。
また、広報委員会からとして、以前よりお知らせ

しておりましたメーリングリストサービスに関する
案内も同封しております。こちらもご一読くださ
い。なお、自動登録は行っておらず、会員の皆様ご
自身に登録を行っていただく必要がありますので、
ご注意ください。
今号を作成するにあたり、会員の方々から、いろ

いろな情報をいただきました。会員の方が出版され
た著書や、関連学会の大会、シンポジウムの案内な
ど、会報に掲載すべき記事がございましたら、ぜひ
とも情報をお寄せください。

会報原稿送付先
皆様からの情報をお待ちしております。

〒274-8510 千葉県船橋市三山2-2-1
東邦大学理学部情報科学科
菊地賢一 kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp
TEL & FAX: 047-472-1182

題字：林知己夫
会報作成担当：菊地賢一・前田忠彦・西山悦子

日本行動計量学会会員数
（2004年1月5日現在）
正会員 1036名
準会員 87名
名誉会員 6名
賛助会員 17社

入会手続き
学会では新入会員を広く募っています。詳し

くは、下記までお問い合わせください。

〒113-8622東京都文京区本駒込5-16-9
学会センター C-21
（財）日本学会事務センター内
日本行動計量学会係
TEL：03-5814-5810
FAX：03-5814-5825

学会誌論文投稿先
学会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。

和文誌「行動計量学」
和文誌編集委員会では、審査プロセスの迅速

化、省力化のため、今後、以下の方針で作業を進
めたいと思っていますので、ご協力ください。
例えば、投稿論文の審査プロセスの迅速化を念

頭におき、投稿者は編集委員会へ論文のハードコ
ピーを4部提出することになっていたが、ハード
コピー（少なくとも1セット）を郵送するととも
にPCファイルを電子メイルに添えつけ提出する
ことに御協力願います。審査過程も、メイルの活
用で迅速化したいと思っています。
投稿論文の内容の審査に関しては、重要な点に

関して明白な数学的誤謬があったり、多重投稿や
アイデアの優先権や著作権に問題がない限り、多
少粗削りでも、どこかに時代の先端を切り拓く研
究発展への萌芽を持っているものを歓迎したいと
思います。また、新たなデータ採集や方法論の報
告だけでなく、現状の広義の統計関連分野を批判
して、新しい時代へ導く木鐸を鳴らす檄文も歓迎
いたします。
論文送付先
〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
文部科学省統計数理研究所内
「行動計量学」編集委員長 吉野諒三
e-mail: yoshino@ism.ac.jp

欧文誌「Behaviormetrika」
〒152-8552 目黒区大岡山2-12-1
東京工業大学 大学院社会理工学研究科
日本行動計量学会欧文誌編集委員長
前川眞一
e-mail: mayekawa@hum.titech.ac.jp

日本行動計量学会Webページ
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html

☆ 木島正明・中川慶一郎・生田目 崇（編著）『マー
ケティング・データ解析－Excel/Access による
－』朝倉書店，2003年．

☆ 永田 靖『サンプルサイズの決め方』朝倉書店，
2003年．

☆ 垂水共之（訳）『統計解析環境XploRe＜アプリ
ケーションガイド＞』共立出版，2003年．

☆ 豊田秀樹『共分散構造分析［疑問編］＜構造方程
式モデリング 疑問編＞』朝倉書店，2003年．

☆ 上田尚一『講座 情報をよむ統計学4 －統計グラ
フ－』朝倉書店，2003年．

☆ 焼山和憲・内山敏典『看護統計テクニック＜基本
からパス分析まで＞』医歯薬出版，2003年．


